
２０１3年8月１日

発行・日本労働組合総連合会鳥取県連合会
発行人・五十嵐美知義　編集人・佐貫 馨
〒６８０-０８４７　鳥取市天神町３０-５
TEL（０８５７）２６-６６０５・FAX（０８５７）２６-６６１５
E-mail:tottori@mlaa.rengo-net.or.jp
ホームページ: http://www.rengo-tottori.net

No.8
れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（４） No.8 ２０１３ 年 ８ 月 １ 日

倉吉市議会議員中 野  隆倉吉市議会議員福 井 康 夫
☆議会報告から（パブリックコメント実施へ） 
　景観行政団体の責任として、再三にわたり倉吉市の空き家
と危険家屋の実態調査を取り上げてきました。ようやく
「倉吉市空き家等の適正管理に関する条例（案）」の概要
が出され、パブリックコメント実施となりました。市内には
空き家戸数として690戸（84％）、危険家屋戸数127戸（16
％）が報告されています。 
　市民の期待と関心は高いと感じています。来年４月から
の実施が予定されています。 
☆選挙関連 
　昨年政権交代後、２度の国政
選挙で民主党は大敗北。 
　40年間の自らの戦いを振り返
りつつ、今年10月の市議選に向
けて活動しています。 

倉吉市議会での様子倉吉市議会での様子倉吉市議会での様子 ボランティアタクシーを運転ボランティアタクシーを運転ボランティアタクシーを運転

　参議院選挙で民主党が大敗しました。民主党の市議会
議員としてみなさまに申し訳ないという気持ちです。 
　政治は社会的に弱い立場の人に重点を置き、なされるも
のだと考えています。（あらゆる差別をなくしていくこと、
病気などで経済的に困っている人などの相談など…） 
　しかし、自分にできることには限界があります。良い制
度を知らない人には紹介できますが、制度以上の事はで
きないのです。これからはみなさまと一緒に血の通う制度
を作り、暮らしやすい社会に変えていくために行動してい
きます。 
　地元ではバス停から家まで送っているボランティアタク
シーの運転手、地域
伝統文化に尺八で参
加しております。 

　７月６日（土）、非核平和都市宣言推進鳥取市実行委員会主催の「非核平和講演会『被爆体験
講話』が、鳥取市さざんか会館において開催され、連合鳥取東部地協から約20人が参加しました。 
　この講演会は、鳥取市が1983（昭和58）年に非核平和都市宣言を行ってから30周年を迎
えたことから、その記念事業の一環として開催されました。講師として、広島平和文化センター
被爆体験証言者である寺本貴司さんが招かれ、「消したいあの1年」と題し、自らの被爆体験
についてご講演されました。寺本さんは、10歳の時、爆心地から1km離れた自宅で、疎開先
の友人に手紙を書こうと机に向かっていた時に被爆されたとのことです。核兵器の廃絶、恒
久平和の実現の一助になればと当時の記憶をたどり、戦
争の愚かさや怒り、悲しみを語られました。 
　戦後68年を迎え、戦争や核被爆の体験を伝えていく
ことが困難になりつつある今日、戦争の悲惨さや核兵器
の恐ろしさ、平和や命の尊さについて参加者全員で考え、
平和意識の高揚を図りました。 
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平和への想いを語る寺本さん平和への想いを語る寺本さん平和への想いを語る寺本さん

構成組織のみなさまの
ご奮闘に感謝申し上げます！！
構成組織のみなさまの
ご奮闘に感謝申し上げます！！
構成組織のみなさまの
ご奮闘に感謝申し上げます！！

比例代表で連合組織内候補６人当選比例代表で連合組織内候補６人当選比例代表で連合組織内候補６人当選
第23回参議院議員選挙第23回参議院議員選挙第23回参議院議員選挙
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　この度の参議院選挙における取り組み、大変ありがとうございました。 
　連合が組織の総力をあげて支援した民主党は誠に残念ながら改選議席を大きく
下回る結果となりました。 
　多数の党が乱立するなか、民主党への逆風にもめげず、構成組織、単組および各
地協のみなさんには、県内各地で最後まで諦めることなく取り組みを進めていただ
きました。 
　今次選挙の総括は、最終的な分析を踏まえて行いますが、連合推薦候補の勝利に
向け、昼夜を問わず献身的に取り組んでいただいた各構成組織・各地域協議会のみ
なさんの多大なるご尽力とご奮闘に対しまして心から感謝申し上げます。 

2013年７月22日　連合鳥取　会長　五十嵐美知義 

◇比例代表 
　連合組織内候補 
　当選者の
　みなさん 

組合員のみなさまへ

 当選 舞立　昇治（自民／新） 160,783票 
  川上　義博（民主／現） 82,717票 
  岩永　直之（共産／新） 19,600票 
  吉岡由里子（諸派／新） 6,782票 
  井上　　洋（無所／新） 6,158票 

 当選 礒﨑　哲史（自動車総連／新） 271,553票 
 当選 浜野　喜史（電力総連／新） 235,917票 
 当選 相原久美子（自治労／現） 235,636票 
 当選 神本美恵子（日教組／現） 176,290票 
 当選 吉川　沙織（情報労連／現） 167,437票 
 当選 石上　俊雄（電機連合／新） 152,121票 
  川合　孝典（ＵＡゼンセン／現） 138,830票 
  定光　克之（ＪＰ労組／新） 120,782票 
  轟木　利治（ＪＡＭ／現） 103,996票 

選挙結果

（左から獲得票順 ／敬称略） 

※詳しくは、連合鳥取事務局へ
　お問い合わせください。

◇日時
◇場所
◇内容

８月２４日（土）10時00分～16時30分
倉吉未来中心・セミナールーム3
①富士社会教育センターより講師を招き、
　講義とグループワーク
　・もし労働組合がなかったら
　・労働組合の必要性と労働運動の社会的役割
②講演／労働者福祉向上の意義と取り組み方
　　　　「労働金庫や全労済、生協の目的」
　講師／中国労働金庫・全労済鳥取県本部より予定

連合鳥取「第９回ユニオンスクール」

◇日時

◇場所
◇実施
　要領

９月２１日（土） 受付　７時４５分～
　　　　　 スタート　８時３３分～
大山平原ゴルフクラブ
各産別を通じてご案内しています。
参加人数　104人を予定（26組）
プレー費 11,000円（各自負担）
参 加 費　3,000円（当日徴収）
※参加申し込み〆切日　８月１６日（金）

第21回連合鳥取杯親睦ゴルフ大会

参加者募集！

石上俊雄
（電機連合）
石上俊雄
（電機連合）
石上俊雄
（電機連合）

吉川沙織
（情報労連）
吉川沙織
（情報労連）
吉川沙織
（情報労連）

神本美恵子
（日教組）
神本美恵子
（日教組）
神本美恵子
（日教組）

相原久美子
（自治労）
相原久美子
（自治労）
相原久美子
（自治労）

浜野喜史
（電力総連）
浜野喜史
（電力総連）
浜野喜史
（電力総連）

礒﨑哲史
（自動車総連）
礒﨑哲史

（自動車総連）
礒﨑哲史

（自動車総連）
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連合鳥取2014年度政策･制度要求事項〈対鳥取県〉決定 （P2＆別紙参照）

核兵器の廃絶と世界の恒久平和の実現を！
－ 鳥取市非核平和都市宣言30周年記念事業「非核平和講演会」に参加 －

《比例代表・民主党７議席／連合推薦候補のみ掲載》 投票率（全国）52.61％ 

《鳥取選挙区》 投票率58.88％（過去最低） 



れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（２） No.8 ２０１３ 年 ８ 月 １ 日 れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取２０１３ 年 ８ 月 １ 日 No.8 （３）

　連合鳥取は、「働くことを軸とする安心社会」をめざし、毎年、各産別・単組から出された要望を取りまとめ、鳥取
県に対する要請行動と担当部局との交渉（意見交換）を実施しています。 
　本年も６月22日（土）に開催した「政策討論集会」を受け、「第８回（拡大）執行委員会（2013.7.18開催）」におい
て、別紙のとおり33項目の要求事項を確認しました。 
　８月９日（金）、五十嵐会長が鳥取県知事に要請書を手交し、その後、担当の部局との交渉を８月下旬から９月上
旬に実施していく予定です。 

　連合鳥取は毎年、地域や職場において核戦争のない平和な社会づくりを考える機会として、各地協で企画した
内容で「ピースウォーク」を開催し、平和運動の輪を広げることとしています。 
　今年の中央会場となる中部地協は７月28日（日）、約110人の参加のもと倉吉交流プラザ視聴覚ホールでの「平和
学習会」と「デモ行進」を行いました。また、西部地協は前日の27日（土）に計画し、参加者のみなさんにご集合いた
だきましたが、大雨のため中止となりました。 
　なお、東部地協は８月３日（土）さざんか会館で映画「戦争をしない国 日本」を通じて、憲法と平和主義について
考えたいと思います。 

連合鳥取2014年度政策･制度要求事項〈対鳥取県〉決定（別紙参照）
－ 「第８回（拡大）執行委員会」で決定 －

　7月13日（土）倉吉未来中心において、青年委員会「学習会」を開催しました。講師には連合鳥取田中穂事務局長
を招き、58人が参加しました。 
　筒井貴生委員長による開会のあいさつの後、田中事務局長より4つのテーマにそって講演をいただき、最後に質疑
応答を行いました。 
　テーマ①では、連合運動のコンセプト、連合加盟のメリット、
連合の歴史を学び、現在の連合の形になるまでの道のりがわか
りました。 
　テーマ②では、他の労働団体について学びました。給与所得
者全体のうち５分の１程度しか組合に加盟しておらず、若い人
の組合離れの現状について知ることができ、如何に若者が今
後結束力をもって行動を共にしていかなければいけないかを感
じました。 
　テーマ③では、政治活動について学び、原点は組合員とその
家族の暮らしを改善し幸せを拡大することにあることを知りま
した。 
　テーマ④では、連合鳥取の現状と活動を学びました。会社倒
産や組織改革等で組合数や組合員数の減少もありますが、新
規の加入等もあるようです。 
　私も連合鳥取の青年委員会の幹事をしていながら、知らない
事ばかりでした。本当に勉強になりました。 

（寄稿　青年委員会　幹事　亀川 剛さん）

働くみんなのナショナルセンター『連合ってなに？』
－ 「青年委員会学習会」で連合の歴史と活動を学ぶ －

ものづくりの楽しさを伝えたい
－ 連合鳥取金属部門連絡会「第1回親子ものづくり教室」開催 －

子どもたちに核兵器も戦争もない未来を！ － ピースウォークを実施 －

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

西部地協ピースウォークに80人集合したが雨で中止

中央会場（中部）
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　西部地協の「2013ピースウォーク」は、7月27日（土）9時、子どもを含む約80人が大山寺の玄関口「博労座」に集結
しましたが、想定外の大雨と注意報発令により、10時、やむなく中止の判断を下しました。 
　西部地協では毎年、創意・工夫を凝らしたピースウォークで平和を訴えてきましたが、元来の人間が持つ「煩（煩わ
しさ）悩（悩み）」が社会の差別や歪みを生みだし、紛争や戦争を引き起こしているという神仏の原点に立ち返って、
本年のピースウォークは「天台宗・大山寺本堂」において「世界平和祈願」を行うことで意思統一してきました。 
　本来であれば9時20分、参加者は博労座から大山寺参道を平和アピール行進し、全員が本堂にて「世界平和祈
願」に祈りを捧げた後に、「阿弥陀堂」にて40分間の「座禅」に臨み、無念無想の境地に入り悟りの道を求め、すっき
りした心身において夏山登山道を下山、大山寺橋など県道行進では再び平和アピールで訴え、博労座ふもとの食堂
において和気あいあいの昼食を囲む予定でした。 
　しかし、当日、中止の判断を下した1時間後、皮肉にも大山山頂が姿を現しま
した。既に帰路に着いた組合員もいましたが、約50人の参加者は、家族や仲間
単位でそれぞれ大山寺本堂にお参りしたり、自然歴史館で学んだり、参道巡り
などを行い、昼食会場にしていた「こもれび館」に再集合いただきました。 
　参加者からは「天候は連合の責任ではない（笑）」など癒しの言葉や、「来
年、もう一度企画して欲しい」「子ども達に座禅の経験をさせてやりたい」など、
貴重な意見が寄せられました。西部地協では当分の間、大山寺での平和祈願
を継続することとしています。

田中事務局長（右）の
話を真摯に聴く参加者
田中事務局長（右）の
話を真摯に聴く参加者
田中事務局長（右）の
話を真摯に聴く参加者

あいさつする小椋議長あいさつする小椋議長あいさつする小椋議長

雨の中、集まっていただいたみなさん雨の中、集まっていただいたみなさん雨の中、集まっていただいたみなさん

パントマイムの様子パントマイムの様子パントマイムの様子

〈講演テーマ〉
①連合とは
②他の労働団体とナショナルセンターは
③連合はなぜ政治活動に取り組むのか
④連合鳥取の現状と活動

金属部門連絡会として
初めての取り組み

　7月28日（日）、連合鳥取金属部門連絡会は結成後、初となる「第1回親子ものづくり教室」を開催しました。同連
絡会はＪＣＭ（全日本金属産業労働組合協議会）傘下の電機連合・ＪＡＭ・自動車総連の3産別で構成し、同じもの
づくり産業に携わるものとして、地域の子どもたちに「ものづくり」
への興味と関心を高めてほしいとの思いで、今回は鳥取職業
訓練支援センター（ポリテクセンター鳥取）の協力と支援を
得ながら、同センター会場において実施しました。 
　はじめに、主催者を代表して同連絡会の小椋議長が「親
子の共同作業で『ものづくりの楽しさ』と『製作後の喜び』
を感じていただければ嬉しい」とあいさつしました。 
　今回のものづくり教室には、小学生とその保
護者約50人が参加し、「ソーラーかえる」と「木
工時計」の2種類を約2時間20分かけて製作し
ました。「ソーラーかえる」は太陽電池の仕組み
を学習した後、部品を一つひとつ注意しながら
組み立てていました。完成後は光を当てると飛
び跳ねる「かえる」に子どもたちは嬉しそうな笑
顔でした。「木工時計」はボール盤で穴あけし、
紙やすりで角の面取りからニスの塗装まで行いました。低学年
の小学生では力が弱いため、面取りなどは保護者の方が懸命
になって手伝っておられました。 
　終了後、子どもたちから「難しかったけど楽しかった！！」と
いう声も多数聞かれ、親子での楽しいふれあいの場にもなった
ものと思います。また来年は、今年よりパワーアップし、「親子
ものづくり教室」を開催していきたいと思います。
　（寄稿 連合鳥取金属部門連絡会 事務局長 西川真也さん）

　 来年度につないでいこう

　中央会場では、主催者を代表して五十嵐会長が「米軍
による沖縄地上戦、広島・長崎への原爆投下で多くの命
が奪われ、被爆者は今なお苦しんでいることを忘れては
ならない」とあいさつをし、来賓代表では民主党県連興
治幹事長が参議院選挙のお礼と「憲法改正が平和に悪
影響する」とあいさつしました。 
　平和学習会では、杉正太郎さんによる「平和がいいに
決まってる」と題し、講演＆コンサートを行いました。杉
さんは、横浜で組合活動の経験がある異色の演出家で、
社会風刺コント集団「ザ・ニュースペーパー」を結成し、
構成・演出を担当している人です。これまでの反戦・平和
という切り口とは異なる、東アジアの平和から日本を見
つめるもので、食糧安保から世界の支配構造に至るまで
の内容を替え歌５曲にして訴えました。
　また、会場も聞くだけではなく、デモ行進の準備体操
　

として得意なパントマイムを駆使して心と体をほぐしました。 
　その後、薄曇りで比較的
過ごしやすい気候の中、参
加者全員で市街地をデモ
行進し、世界の恒久平和の
実現、核兵器廃絶などを地
域に訴え連合鳥取「ピース
ウォーク」を終えました。



れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（２） No.8 ２０１３ 年 ８ 月 １ 日 れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取２０１３ 年 ８ 月 １ 日 No.8 （３）

　連合鳥取は、「働くことを軸とする安心社会」をめざし、毎年、各産別・単組から出された要望を取りまとめ、鳥取
県に対する要請行動と担当部局との交渉（意見交換）を実施しています。 
　本年も６月22日（土）に開催した「政策討論集会」を受け、「第８回（拡大）執行委員会（2013.7.18開催）」におい
て、別紙のとおり33項目の要求事項を確認しました。 
　８月９日（金）、五十嵐会長が鳥取県知事に要請書を手交し、その後、担当の部局との交渉を８月下旬から９月上
旬に実施していく予定です。 

　連合鳥取は毎年、地域や職場において核戦争のない平和な社会づくりを考える機会として、各地協で企画した
内容で「ピースウォーク」を開催し、平和運動の輪を広げることとしています。 
　今年の中央会場となる中部地協は７月28日（日）、約110人の参加のもと倉吉交流プラザ視聴覚ホールでの「平和
学習会」と「デモ行進」を行いました。また、西部地協は前日の27日（土）に計画し、参加者のみなさんにご集合いた
だきましたが、大雨のため中止となりました。 
　なお、東部地協は８月３日（土）さざんか会館で映画「戦争をしない国 日本」を通じて、憲法と平和主義について
考えたいと思います。 

連合鳥取2014年度政策･制度要求事項〈対鳥取県〉決定（別紙参照）
－ 「第８回（拡大）執行委員会」で決定 －

　7月13日（土）倉吉未来中心において、青年委員会「学習会」を開催しました。講師には連合鳥取田中穂事務局長
を招き、58人が参加しました。 
　筒井貴生委員長による開会のあいさつの後、田中事務局長より4つのテーマにそって講演をいただき、最後に質疑
応答を行いました。 
　テーマ①では、連合運動のコンセプト、連合加盟のメリット、
連合の歴史を学び、現在の連合の形になるまでの道のりがわか
りました。 
　テーマ②では、他の労働団体について学びました。給与所得
者全体のうち５分の１程度しか組合に加盟しておらず、若い人
の組合離れの現状について知ることができ、如何に若者が今
後結束力をもって行動を共にしていかなければいけないかを感
じました。 
　テーマ③では、政治活動について学び、原点は組合員とその
家族の暮らしを改善し幸せを拡大することにあることを知りま
した。 
　テーマ④では、連合鳥取の現状と活動を学びました。会社倒
産や組織改革等で組合数や組合員数の減少もありますが、新
規の加入等もあるようです。 
　私も連合鳥取の青年委員会の幹事をしていながら、知らない
事ばかりでした。本当に勉強になりました。 

（寄稿　青年委員会　幹事　亀川 剛さん）

働くみんなのナショナルセンター『連合ってなに？』
－ 「青年委員会学習会」で連合の歴史と活動を学ぶ －

ものづくりの楽しさを伝えたい
－ 連合鳥取金属部門連絡会「第1回親子ものづくり教室」開催 －

子どもたちに核兵器も戦争もない未来を！ － ピースウォークを実施 －
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西部地協ピースウォークに80人集合したが雨で中止

中央会場（中部）
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　西部地協の「2013ピースウォーク」は、7月27日（土）9時、子どもを含む約80人が大山寺の玄関口「博労座」に集結
しましたが、想定外の大雨と注意報発令により、10時、やむなく中止の判断を下しました。 
　西部地協では毎年、創意・工夫を凝らしたピースウォークで平和を訴えてきましたが、元来の人間が持つ「煩（煩わ
しさ）悩（悩み）」が社会の差別や歪みを生みだし、紛争や戦争を引き起こしているという神仏の原点に立ち返って、
本年のピースウォークは「天台宗・大山寺本堂」において「世界平和祈願」を行うことで意思統一してきました。 
　本来であれば9時20分、参加者は博労座から大山寺参道を平和アピール行進し、全員が本堂にて「世界平和祈
願」に祈りを捧げた後に、「阿弥陀堂」にて40分間の「座禅」に臨み、無念無想の境地に入り悟りの道を求め、すっき
りした心身において夏山登山道を下山、大山寺橋など県道行進では再び平和アピールで訴え、博労座ふもとの食堂
において和気あいあいの昼食を囲む予定でした。 
　しかし、当日、中止の判断を下した1時間後、皮肉にも大山山頂が姿を現しま
した。既に帰路に着いた組合員もいましたが、約50人の参加者は、家族や仲間
単位でそれぞれ大山寺本堂にお参りしたり、自然歴史館で学んだり、参道巡り
などを行い、昼食会場にしていた「こもれび館」に再集合いただきました。 
　参加者からは「天候は連合の責任ではない（笑）」など癒しの言葉や、「来
年、もう一度企画して欲しい」「子ども達に座禅の経験をさせてやりたい」など、
貴重な意見が寄せられました。西部地協では当分の間、大山寺での平和祈願
を継続することとしています。

田中事務局長（右）の
話を真摯に聴く参加者
田中事務局長（右）の
話を真摯に聴く参加者
田中事務局長（右）の
話を真摯に聴く参加者

あいさつする小椋議長あいさつする小椋議長あいさつする小椋議長

雨の中、集まっていただいたみなさん雨の中、集まっていただいたみなさん雨の中、集まっていただいたみなさん

パントマイムの様子パントマイムの様子パントマイムの様子

〈講演テーマ〉
①連合とは
②他の労働団体とナショナルセンターは
③連合はなぜ政治活動に取り組むのか
④連合鳥取の現状と活動

金属部門連絡会として
初めての取り組み

　7月28日（日）、連合鳥取金属部門連絡会は結成後、初となる「第1回親子ものづくり教室」を開催しました。同連
絡会はＪＣＭ（全日本金属産業労働組合協議会）傘下の電機連合・ＪＡＭ・自動車総連の3産別で構成し、同じもの
づくり産業に携わるものとして、地域の子どもたちに「ものづくり」
への興味と関心を高めてほしいとの思いで、今回は鳥取職業
訓練支援センター（ポリテクセンター鳥取）の協力と支援を
得ながら、同センター会場において実施しました。 
　はじめに、主催者を代表して同連絡会の小椋議長が「親
子の共同作業で『ものづくりの楽しさ』と『製作後の喜び』
を感じていただければ嬉しい」とあいさつしました。 
　今回のものづくり教室には、小学生とその保
護者約50人が参加し、「ソーラーかえる」と「木
工時計」の2種類を約2時間20分かけて製作し
ました。「ソーラーかえる」は太陽電池の仕組み
を学習した後、部品を一つひとつ注意しながら
組み立てていました。完成後は光を当てると飛
び跳ねる「かえる」に子どもたちは嬉しそうな笑
顔でした。「木工時計」はボール盤で穴あけし、
紙やすりで角の面取りからニスの塗装まで行いました。低学年
の小学生では力が弱いため、面取りなどは保護者の方が懸命
になって手伝っておられました。 
　終了後、子どもたちから「難しかったけど楽しかった！！」と
いう声も多数聞かれ、親子での楽しいふれあいの場にもなった
ものと思います。また来年は、今年よりパワーアップし、「親子
ものづくり教室」を開催していきたいと思います。
　（寄稿 連合鳥取金属部門連絡会 事務局長 西川真也さん）

　 来年度につないでいこう

　中央会場では、主催者を代表して五十嵐会長が「米軍
による沖縄地上戦、広島・長崎への原爆投下で多くの命
が奪われ、被爆者は今なお苦しんでいることを忘れては
ならない」とあいさつをし、来賓代表では民主党県連興
治幹事長が参議院選挙のお礼と「憲法改正が平和に悪
影響する」とあいさつしました。 
　平和学習会では、杉正太郎さんによる「平和がいいに
決まってる」と題し、講演＆コンサートを行いました。杉
さんは、横浜で組合活動の経験がある異色の演出家で、
社会風刺コント集団「ザ・ニュースペーパー」を結成し、
構成・演出を担当している人です。これまでの反戦・平和
という切り口とは異なる、東アジアの平和から日本を見
つめるもので、食糧安保から世界の支配構造に至るまで
の内容を替え歌５曲にして訴えました。
　また、会場も聞くだけではなく、デモ行進の準備体操
　

として得意なパントマイムを駆使して心と体をほぐしました。 
　その後、薄曇りで比較的
過ごしやすい気候の中、参
加者全員で市街地をデモ
行進し、世界の恒久平和の
実現、核兵器廃絶などを地
域に訴え連合鳥取「ピース
ウォーク」を終えました。



２０１3年8月１日

発行・日本労働組合総連合会鳥取県連合会
発行人・五十嵐美知義　編集人・佐貫 馨
〒６８０-０８４７　鳥取市天神町３０-５
TEL（０８５７）２６-６６０５・FAX（０８５７）２６-６６１５
E-mail:tottori@mlaa.rengo-net.or.jp
ホームページ: http://www.rengo-tottori.net

No.8
れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（４） No.8 ２０１３ 年 ８ 月 １ 日

倉吉市議会議員中 野  隆倉吉市議会議員福 井 康 夫
☆議会報告から（パブリックコメント実施へ） 
　景観行政団体の責任として、再三にわたり倉吉市の空き家
と危険家屋の実態調査を取り上げてきました。ようやく
「倉吉市空き家等の適正管理に関する条例（案）」の概要
が出され、パブリックコメント実施となりました。市内には
空き家戸数として690戸（84％）、危険家屋戸数127戸（16
％）が報告されています。 
　市民の期待と関心は高いと感じています。来年４月から
の実施が予定されています。 
☆選挙関連 
　昨年政権交代後、２度の国政
選挙で民主党は大敗北。 
　40年間の自らの戦いを振り返
りつつ、今年10月の市議選に向
けて活動しています。 

倉吉市議会での様子倉吉市議会での様子倉吉市議会での様子 ボランティアタクシーを運転ボランティアタクシーを運転ボランティアタクシーを運転

　参議院選挙で民主党が大敗しました。民主党の市議会
議員としてみなさまに申し訳ないという気持ちです。 
　政治は社会的に弱い立場の人に重点を置き、なされるも
のだと考えています。（あらゆる差別をなくしていくこと、
病気などで経済的に困っている人などの相談など…） 
　しかし、自分にできることには限界があります。良い制
度を知らない人には紹介できますが、制度以上の事はで
きないのです。これからはみなさまと一緒に血の通う制度
を作り、暮らしやすい社会に変えていくために行動してい
きます。 
　地元ではバス停から家まで送っているボランティアタク
シーの運転手、地域
伝統文化に尺八で参
加しております。 

　７月６日（土）、非核平和都市宣言推進鳥取市実行委員会主催の「非核平和講演会『被爆体験
講話』が、鳥取市さざんか会館において開催され、連合鳥取東部地協から約20人が参加しました。 
　この講演会は、鳥取市が1983（昭和58）年に非核平和都市宣言を行ってから30周年を迎
えたことから、その記念事業の一環として開催されました。講師として、広島平和文化センター
被爆体験証言者である寺本貴司さんが招かれ、「消したいあの1年」と題し、自らの被爆体験
についてご講演されました。寺本さんは、10歳の時、爆心地から1km離れた自宅で、疎開先
の友人に手紙を書こうと机に向かっていた時に被爆されたとのことです。核兵器の廃絶、恒
久平和の実現の一助になればと当時の記憶をたどり、戦
争の愚かさや怒り、悲しみを語られました。 
　戦後68年を迎え、戦争や核被爆の体験を伝えていく
ことが困難になりつつある今日、戦争の悲惨さや核兵器
の恐ろしさ、平和や命の尊さについて参加者全員で考え、
平和意識の高揚を図りました。 
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平和への想いを語る寺本さん平和への想いを語る寺本さん平和への想いを語る寺本さん

構成組織のみなさまの
ご奮闘に感謝申し上げます！！
構成組織のみなさまの
ご奮闘に感謝申し上げます！！
構成組織のみなさまの
ご奮闘に感謝申し上げます！！

比例代表で連合組織内候補６人当選比例代表で連合組織内候補６人当選比例代表で連合組織内候補６人当選
第23回参議院議員選挙第23回参議院議員選挙第23回参議院議員選挙
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　この度の参議院選挙における取り組み、大変ありがとうございました。 
　連合が組織の総力をあげて支援した民主党は誠に残念ながら改選議席を大きく
下回る結果となりました。 
　多数の党が乱立するなか、民主党への逆風にもめげず、構成組織、単組および各
地協のみなさんには、県内各地で最後まで諦めることなく取り組みを進めていただ
きました。 
　今次選挙の総括は、最終的な分析を踏まえて行いますが、連合推薦候補の勝利に
向け、昼夜を問わず献身的に取り組んでいただいた各構成組織・各地域協議会のみ
なさんの多大なるご尽力とご奮闘に対しまして心から感謝申し上げます。 

2013年７月22日　連合鳥取　会長　五十嵐美知義 

◇比例代表 
　連合組織内候補 
　当選者の
　みなさん 

組合員のみなさまへ

 当選 舞立　昇治（自民／新） 160,783票 
  川上　義博（民主／現） 82,717票 
  岩永　直之（共産／新） 19,600票 
  吉岡由里子（諸派／新） 6,782票 
  井上　　洋（無所／新） 6,158票 

 当選 礒﨑　哲史（自動車総連／新） 271,553票 
 当選 浜野　喜史（電力総連／新） 235,917票 
 当選 相原久美子（自治労／現） 235,636票 
 当選 神本美恵子（日教組／現） 176,290票 
 当選 吉川　沙織（情報労連／現） 167,437票 
 当選 石上　俊雄（電機連合／新） 152,121票 
  川合　孝典（ＵＡゼンセン／現） 138,830票 
  定光　克之（ＪＰ労組／新） 120,782票 
  轟木　利治（ＪＡＭ／現） 103,996票 

選挙結果

（左から獲得票順 ／敬称略） 

※詳しくは、連合鳥取事務局へ
　お問い合わせください。

◇日時
◇場所
◇内容

８月２４日（土）10時00分～16時30分
倉吉未来中心・セミナールーム3
①富士社会教育センターより講師を招き、
　講義とグループワーク
　・もし労働組合がなかったら
　・労働組合の必要性と労働運動の社会的役割
②講演／労働者福祉向上の意義と取り組み方
　　　　「労働金庫や全労済、生協の目的」
　講師／中国労働金庫・全労済鳥取県本部より予定

連合鳥取「第９回ユニオンスクール」

◇日時

◇場所
◇実施
　要領

９月２１日（土） 受付　７時４５分～
　　　　　 スタート　８時３３分～
大山平原ゴルフクラブ
各産別を通じてご案内しています。
参加人数　104人を予定（26組）
プレー費 11,000円（各自負担）
参 加 費　3,000円（当日徴収）
※参加申し込み〆切日　８月１６日（金）

第21回連合鳥取杯親睦ゴルフ大会

参加者募集！

石上俊雄
（電機連合）
石上俊雄
（電機連合）
石上俊雄
（電機連合）

吉川沙織
（情報労連）
吉川沙織
（情報労連）
吉川沙織
（情報労連）

神本美恵子
（日教組）
神本美恵子
（日教組）
神本美恵子
（日教組）

相原久美子
（自治労）
相原久美子
（自治労）
相原久美子
（自治労）

浜野喜史
（電力総連）
浜野喜史
（電力総連）
浜野喜史
（電力総連）

礒﨑哲史
（自動車総連）
礒﨑哲史

（自動車総連）
礒﨑哲史

（自動車総連）
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連合鳥取2014年度政策･制度要求事項〈対鳥取県〉決定 （P2＆別紙参照）

核兵器の廃絶と世界の恒久平和の実現を！
－ 鳥取市非核平和都市宣言30周年記念事業「非核平和講演会」に参加 －

《比例代表・民主党７議席／連合推薦候補のみ掲載》 投票率（全国）52.61％ 

《鳥取選挙区》 投票率58.88％（過去最低） 
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